
省エネ設備機器等補助金申
請代行コンサルティング

（株）トランスネット

ソニー生命保険（株）

あいおいニッセイ同和損害保険（株）

　　　　　　　　　　　　

（株）リクルートライフスタイル

（株）セラミックテクノロジー

ミサワホーム㈱

（株）第一興商

（株）コジマ

（株）エクシング

東京海上日動火災保険（株）

AIG損害保険（株）

楽天（株）

（株）宿泊予約経営研究所

（株）シーナッツ

（株）JTB（るるぶトラベル）

ヤフー（株）

（株）ＫＮＴ－ＣＴウエブトラベル

（株）JTBビジネスイノベーターズ

（株）ネクシィーズ

（株）エス・ワイ・エス

日本テクノ（株）

（株）エスコ

（株）パラダイムシフト

（株）アビリティコンサルタント

住友林業（株）

（株）ミツウロコヴェッセル

（株）かんざし

三菱電機ビルテクノサービス（株）

（株）フジ医療器

サントリーフーズ（株）

〒101-0024 東京都千代田区神田和泉町１－３－１ 三恵ビル８F 
営業企画部　廣重　隆　 
〒100-0004 東京都千代田区大手町１－７－２ 東京サンケイビル３１Ｆ  
東京中央ＬＰＣ第３支社部長　中野秀嗣 
〒150-8488 東京都渋谷区恵比寿1－28－1　 
専業・マーケット開発部 市場開発室 担当次長　橋本博史

〒321-0982 栃木県 宇都宮市 御幸ケ原町81－7 
（株）東日本丸八真綿 宇都宮支店内営業部 副課長　玉木信安

（東日本担当）〒107-0051東京都港区元赤坂1－2－3赤坂見附MTビル3階
サントリービバレッジソリューション（株）　広域法人営業本部　吉原　修

（西日本担当）〒530-0004 大阪府大阪市北区堂島2－2－2 近鉄堂島ビル18F 
サントリーコーポレートビジネス（株）  西部支社 法人営業部 部長代理   桑田美仁 

〒100-6640 東京都千代田区丸の内１－９－２ グラントウキョウサウスタワー 
旅行営業統括部 営業推進部 営業企画グループ　酒井 宏明　

〒414-0055 静岡県伊東市岡１２７４－９  
松坂博行 
〒163-0833 東京都新宿区西新宿2－4－１ 新宿ＮＳビル 
法人営業部法人営業推進課 全旅連担当顧問　田﨑裕治 
〒141-8701 東京都品川区北品川５－５－２６ 
営業統括本部 特販営業部 営業2課 エリアマネージャー 関口雅弘 
〒171-0021 東京都豊島区西池袋3－28－13 池袋西口共同ビル8階
営業本部営業部 法人営業室 主任　原　智一 
〒105-0011 東京都港区芝公園2－4－1 芝パークビルＢ館8F 
営業本部 直販営業部 担当副部長  近藤美佐雄 
〒104-0061 東京都中央区銀座5－3－16  
旅行業営業部 営業第一課 副主任　米永有希  
〒105-0001 東京都港区虎ノ門4－3－20 神谷町ＭＴビル6F
市場開発部 開発営業課　二宮朋基

〒158-0094 東京都世田谷区玉川1－14－1 楽天クリムゾンハウス 
トラベル事業 国内営業部 チェーンホテルグループ マネージャー　永冨文彦 

〒220-8120 神奈川県横浜市西区みなとみらい2－2－1 横浜ランドマー
クタワー20F  新規営業本部 営業推進室  統括マネージャー  北薗勇人

〒108-0023 東京都港区芝浦3－12－7 住友不動産田町ビル4階
システムソリューション本部   営業G企画チーム　小川奈々絵

〒140-8602 東京都品川区東品川2－3－11 JTBビル17階
Web販売部 販売担当部長　須藤　淳  
〒102-8282 東京都千代田区紀尾井町1－3  東京ガーデンテラス紀尾井町 紀尾井タワー
予約統括本部 営業本部 トラベル営業部　森　浩一

〒163-0235 東京都新宿区西新宿2-6-1 新宿住友ビル35F
宿泊企画部 課長　恩田　司 
〒108-0075 東京都港区港南1－6－31 品川東急ビル7階
営業推進部　山村大樹 

〒150-0031 東京都渋谷区桜丘町20－4 ネクシィーズスクエアビル
サービス企画課業務推進係　井場裕紀 
〒107-0062 東京都港区南青山5－10－2 第2九曜ビル3F
DMO・地方創生推進室　鳥澤靖史

〒100-0004 東京都千代田区大手町2－6－2 日本ビル9階
ホテル事業部　翟 峰（サイ ホウ）

〒163-0651 東京都新宿区西新宿1－25－1 新宿センタービル51階
営業推進部 ＭＣ・東日本営業課 係長　相川　淳

〒169-0074 東京都新宿区北新宿2－21－1 新宿フロントタワー12F
ソリューション営業部 係長　小野寺雄士

〒103-0004 東京都中央区東日本橋1－3－6 パラダイムシフトビル
営業部 部長　古瀬路里　 

〒150-0001 東京都渋谷区神宮前6－35－3 コープオリンピア7F
常務取締役 WEB事業統括本部 本部長　水野真寿 
100-8270 東京都千代田区大手町1－3－2 経団連会館
住宅・建築事業本部 市場開発部 副部長　藤山裕之

〒104-0031 東京都中央区京橋3－1－1 東京スクエアガーデン
電力マーケティング部 担当課長　石井万正

〒101-0051 東京都千代田区神田神保町3-2-6 丸元ビル 3F
セールス本部 宿泊セールスチーム チーフマネージャー　神山真一郎

〒116-0002 東京都荒川区荒川7－19－1
首都圏第一支社 業務部 参事　倉場和紀

〒108-0023 東京都港区芝浦3－2－16 田町イーストビル1F
商経営業部 企業担当ユニット   鈴木哲治
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ホテル旅館向け各種インタ
ーネットソリューション販売

生命保険コンサルティング
他

旅行雑誌じゃらん、
じゃらんnet等

客室木部白木再生、各種
浴場等の各種再生

旅館ホテル客室等のリフォ
ーム・新築

カラオケ機器（DAM）
音響・映像関連機器

家電製品全般

カラオケ機器販売（JOYSOU
ND,UGA）音響・映像関連機器

旅館賠償責任保険

組合員向各種損害保険

予約サイト楽天トラベル等

web集客コンサルティング

予約・販売管理システム
ＴＬ－リンカーン

宿泊予約サイト
るるぶトラベル

「Yahoo !トラベル」による
集客支援提案

宿泊予約サービス
e宿（いーやど）

クラウド型業務システム、自社ＨＰ予
約決済システム、外貨取扱支援など

オールインワン業務支援ソフト
「レップチェッカー」

旅館・ホテルリフォーム
新築、造園

WEBサイト制作、自社ＨＰ予
約エンジン「予約プロプラス」

マッサージチェア

エレベータ設備・管理

高圧電気、動力（低圧）電
気、従量電灯電気の販売

OTAプラン作成等一括管理「かんざしクラウド」
OTAくちこみ一括管理「くちこみクラウド」

自社ＨＰ予約エンジン「OPTIMA」
宿泊料金比較サイト連携サービス「DRS」

高圧電気設備保安管理・点検
電気料金削減コンサルタント

中国インバウンド予約サイト
「Ctrip」

ＬＥＤ照明、業務用冷蔵庫、空調な
どの省エネ商材のレンタル事業

損害保険

丸八真綿寝具販売他

ソフトドリンクメーカー
清涼飲料用自動販売機の
設置

（平成30年12月1日）

全旅連協定商社会 名簿
03-6891-7200
03-6686-1039
03-4334-5203
03-4334-5213
03-5789-6450
03-5789-6449
028-663-6166
028-663-6238
03-3479-1541
03-3479-2060
06-6346-1164
06-6345-5768
03-6835-6240
03-6834-8784
0557-48-6026
0557-38-6557
03-3349-8044
03-4570-5668
03-3280-6821
03-3280-0862
03-6907-3116
03-6907-2996
0120-141-224
03-6848-8186
03-5537-3491
03-5537-3471
03-6848-8834
03-6689-2025
050-5817-3369
03-6670-5253
045-227-6505
045-227-6507
03-6835-8420
03-5476-8898
03-5796-5675
03-5796-5863
03-6898-3466
03-6685-0080
03-6864-4693
03-6864-4700
03-5796-5649
03-5796-5690
03-6415-1210
03-3770-2307
03-3486-1070
03-3486-1071
03-6262-7666
03-6262-7667
03-5909-5389
03-5909-5379
03-5332-3166
03-5332-3512
03-5825-9970
03-5825-9971
03-6712-6018
03-6712-6019
03-3214-3860
03-3214-3861
03-3275-6316
03-3275-6354
03-6261-7447
03-6261-7448
03-3803-7319
03-3803-5234
03-3769-6600
03-3769-6601

丸八真綿グループ
（株）マルハチプロ

（株）Ctrip International Travel  
　    Japan
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「第24回全旅連青年部全国大会 長崎」を開催   
９大学・観光総局（ベトナム政府）と調印締結
全旅連委員会開催／平成31年度税制改正要望／
「人に優しい宿」キャンペーンスタート！！／
日本の宿おもてなし検定／第4回旅館甲子園

1
3
4

平成30年度生活衛生功労者表彰／栄えある秋の叙勲・褒章   　　　
第21回「人に優しい地域の宿づくり賞」受賞者紹介
第22回「人に優しい地域の宿づくり賞」募集／ 
全旅連会議開催／経営ワンポイントアドバイス                             
全旅連協定商社会名簿　

5
6
7

8

「自信と誇り」「気概と覚悟」をもって未来拓く決意示す

「第２４回全旅連青年部全国大会 長崎」を開催「第２４回全旅連青年部全国大会 長崎」を開催
「変わらないために変わる」が大会スローガン「変わらないために変わる」が大会スローガン

祝辞に見る「協働」「成果の共有」「人の和」「地域の輪」

式
典
は
2
0
0
2
席
を
有
す
る
長
崎
ブ
リ
ッ

ク
ホ
ー
ル
の
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た

あいさつする西村部長、
次期部長予定者の鈴木
副部長、塚島全国大会実
行委員長

全旅連青年部（西村総一郎部長）は10月30日、歴史と
ロマン、異国情緒溢れる長崎県長崎市で、全国の青年部
員や次世代の若い新入部員が参集する中、多くの来賓を
迎えて第24回全国大会を長崎ブリックホールで開催した。
「変わらないために変わる」をスローガンとした西村体制の
集大成となる全国大会では、「行動なくして成果なし」とし
て様々な課題に対して取組んだ数々の事業活動を「褒賞」
や「分科会」を通して発表し、宿泊産業の明るい未来を切
り拓く決意の程を内外に示した。
記念式典では、塚島全国大会実行委員長の開会宣言
に続き、西村部長があいさつし、「観光産業はこれからの
日本の成長を支える重要な産業であり、われわれは自信と
誇りを持ち、また、その観光産業を牽引するのがわれわ
れ青年世代であるという気概と覚悟を持ち取り組んでいか
なくてはならない」とし、「観光産業、宿泊業が変革期を
迎えている今、私たちは、変えたくない大切なものを守る
ためにも自分自身が率先して変化を遂げなければいけな
い」と述べた。また、業界が直面する課題について述べ、
「外国人材の受入れについては業界が成長していくために
は必要欠くべからざるものであり、われわれも声を大にし
てその実現に向け運動していく所存だ。また、民泊問題に
ついては、11月18・19日にパリ、ニューヨーク、バルセロナ、
モントリオールの各都市のホテル業界が発起人となって
ニューヨークでフォーラムを実施することになったが、青年
部としても参加していくことを決めている」と語った。

4氏による来賓祝辞では、それぞれ観光振興への取組
みで大切な視点を示唆するあいさつが行われた。多田計
介会長は、共通の目的を達成するために親会と青年部と
が一体となって進むという「協働」の大切さを説き、中村
法道長崎県知事は、様々な議論を通して長崎で得た成果
をそれぞれの地域でも共有してもらいたいという「成果
の共有」を挙げ、田上富久長崎市長は、孟子の言葉であ
る「天の時は、地の利にしかず、地の利は、人の和にしか
ず」を引用し、「これは土地の形勢が有利であっても、一
致団結している人々の力には及ばないということである」
と述べ、目的・目標を達成するためには「人の和」がいか
に大切であるかを語り、そして、福田朋英OB会長は、
旅館・ホテルは地域があって存在しうるものであるとし、
「地域の輪」の大切さを強調した。また、大会には多くの
祝電が寄せられ、式典では「観光はわが国の成長戦略の
一つであり、世界が訪れたくなる日本を目指してほしい」
とした安倍首相からの祝電が紹介された。
このあと、次期部長発表へと進み、24代部長予定者
の鈴木治彦副部長（岡山県・名泉鍵湯奥津荘）があいさ

つし、「全国各地で行う事業活動、また、全旅連青年部
で行っていく事業活動においてしっかりと情報の共有を
図り、相乗効果を生むような活動を展開していきたい。
20代から30代、そしてまだ一度も出向していない青年
部員にたくさん出向してもらい、一人ひとりの能力と個性
を生かしてもらうことによってしっかりとした全旅連青年
部のチームづくりに取組んでいきたい」と述べた。
式典は褒賞発表へと移り、今期、全国の各地域から
申請のあった31件の中で、積極果敢な活動、模範にな
る傑出した事業として最終審査に残ったグランプリ（全
旅連青年部長賞）候補の3地域によるプレゼンテーショ
ンが行われた。このあと審査員による最終投票によって
グランプリには山形県・天童支部青年部の「天童温泉共
同出資会社「『株式会社DMC天童温泉』の地域経営活
動について」が輝いた。部員ら7人で会社を立ち上げ、関
係団体と連携して魅力ある観光地づくりを進め、旅館の
みならず地域全体の活性化に努めた事業活動で、地域
や業界を愛する思い、貢献度、影響度、独自性、継続性、
将来性が顕著であり、活動実績が認められての受賞と
なった。準グランプリは新潟県・月岡温泉旅館組合青年
部の「『歩いて楽しい温泉街へ』空き家・空き店舗再生事
業」、愛知県・三河支部青年部の「まちじゅう食べる水族
館プロジェクト」の2件。式典では、青年部OB会賞、マ
スコミ各社賞、優秀賞の各受賞者も紹介された。
式典終了後は協賛商社による出店ブースを見学し、経
営情報の収集に努めたほか、6委員会による分科会が

▲多田会長、中村知事、田上市長、福田OB会長
来賓のみなさん▶

催される会場へと移動して知見を広めた。懇親会は「ア
リーナかぶとがに」で行われ、互いの交流を深め、情報
の交換をもってモチベーションを上げた。
全国大会は開催地に存在する「地域の力」を共有し、
その先の運動展開につなげていくというもの。「変わら
ないために変わる」とした長崎大会はまた一つの大きな
原動力となった。
　

盛大に開催された青年部全国大会

▲褒賞の発表を行う審査委員長
グランプリの山形県天童支部青年部▶
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次の時代を見据えた2年間の活動を発表次の時代を見据えた2年間の活動を発表

左は「歓迎」の言葉を乗せて市内を走る
路面電車。右は大規模な展示会場

「秋まつり」と題して開催された大懇親会会場

互いの交流深めモチベーションを上げた懇親会

写
真
は
上
か
ら
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ー
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ョ
ン
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子
園
運
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ド
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長
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。
武
井
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ん
で
。
村
木
長
崎
県
組
合
理
事
長
。
壇
上
で
の
副
部
長

の
み
な
さ
ん

つし、「全国各地で行う事業活動、また、全旅連青年
部で行っていく事業活動においてしっかりと情報の
共有を図り、相乗効果を生むような活動を展開してい
きたい。20代から30代、そしてまだ一度も出向して
いない青年部員にたくさん出向してもらい、一人ひと
りの能力と個性を生かしてもらうことによってしっかり
とした全旅連青年部のチームづくりに取組んでいきた
い」と述べた。
式典は褒賞発表へと移り、今期、全国の各地域か
ら申請のあった31件の中で、積極果敢な活動、模範
になる傑出した事業として最終審査に残ったグランプ
リ（全旅連青年部長賞）候補の3地域によるプレゼン
テーションが行われた。このあと審査員による最終投
票によってグランプリには山形県・天童支部青年部の
「天童温泉共同出資会社『株式会社DMC天童温泉』
の地域経営活動について」が輝いた。部員ら7人で会
社を立ち上げ、関係団体と連携して魅力ある観光地
づくりを進め、旅館のみならず地域全体の活性化に
努めた事業活動で、地域や業界を愛する思い、貢献
度、影響度、独自性、継続性、将来性が顕著であり、
活動実績が認められての受賞となった。準グランプリ
は新潟県・月岡温泉旅館組合青年部の「『歩いて楽し
い温泉街へ』空き家・空き店舗再生事業」、愛知県・三
河支部青年部の「まちじゅう食べる水族館プロジェク
ト」の2件。式典では、青年部OB会賞、マスコミ各
社賞、優秀賞の各受賞者も紹介された。

式典終了後は協賛商社による出展ブースを見学し、
経営情報の収集に努めたほか、6委員会による分科
会が催される会場へと移動して知見を広めた。懇親
会は「アリーナかぶとがに」で行われ、互いの交流を
深め、情報の交換をもってモチベーションを上げた。
全国大会は開催地に存在する「地域の力」を共有
し、その先の運動展開につなげていくというもの。「変
わらないために変わる」とした長崎大会はまた一つの
大きな原動力となった。
　

「UTAUMA」（歌ウマ）ファイナルステージでの皆さん。優勝者には第一興
商から大型液晶テレビが贈られた。右は会場を華やかにしたどぶろっくと
城南海さんのステージ。下はブロック長のみなさん

越日国際人材交流シンポジウムおよび
調印式について

ベトナム観光総局との調印式について

全旅連は来春の
技能実習制度や新た
な在留資格制度の創
設を視野に入れ、ベ
トナム政府(観光総
局)と本年7月18日に
連携協定のための仮調印を締結して調整をしてきたが、
10月19日に全旅連正副会長と青年部長が参加して、観
光総局と本調印を締結した。

背景と経緯、目的
宿泊業界として外国人技能実習生の受入れは、初の

試みであることから、5月よりプロジェクトチームをベトナ
ムに送り調査を重ねてきた。最初から手を広げずベトナ
ム国に絞り込み、連携モデルの構築を目指すためであっ
た。また、技能実習後そのスキルを自国で活かす事がで
きるかどうかも調査を行ない、相手国の観光産業の振
興に寄与できると確信し、本調印の締結を決定した。

調印によって期待すること
今回の調印によりベトナム側から優良な送り出し機関

を推薦してもらうことについての連携を構築した(観光
総局による送り出し機関の優良団体推薦)。送り出し機
関の選別に関しては、他業界が企業の単体活動であっ
たことに対し、今回の調印による連携の特徴は、宿泊
業界としてのスケールメリットを生かして政府を動かした
新たな連携モデルという点である。これにより、入国後
のミスマッチの防止や人材教育費負担減につながり、多
くの優秀な人材を集めることができると期待している。
また、政府が関与してくれたことで、ベトナム社会に日
本の宿泊業界が認知されやすいというメリットがあると
考えている。

調印に観光庁長官も応援
ベトナム当局と全旅連との調印式に先立ち、田端 浩 

観光庁長官からのメッ
セージが披露され、和
やかな雰囲気の中で
調印式を無事に終える
ことができた。

９大学・観光総局（ベトナム政府）と調印締結

全旅連では人口減
少化を背景とする労働
生産人口の著しい減
少による人手不足解
消に向けた対策に取り組んできた。そうした状況の下、
本年7月17日にベトナム国内の優秀な人材の確保に向け
てハノイ大学と包括連携協定の覚書を締結した。

国内の大学が連携するのはベトナム初
ハノイ大学との覚書締結を踏まえ、10月18日にはベ

トナム国内の教育機関9学校が連携協力し、全旅連と
優秀な人材等(留学生やインターンシップ生も含む)の交
流に向けた覚書を締結した。各大学とも日本最大の宿
泊団体が積極的に優秀な人材を受け入れようとしてい
ることに高い関心を示し、こうした動きを高く評価して
いる。今回は、日本語学部のある国家大学が中心だが、
観光学部を有する大学も参加を表明しており、今後この
ような要望については積極的に受け入れていく予定だ。

ベトナムの宿泊業を支える人材を育てること
こうした動きは全旅連にとって優秀な外国人材を獲

得するチャンスである。今後各大学と委員会組織を立ち
上げ、教育プログラムや人材育成の手法を確立し、パー
トナーシップを強化しながら、両国の宿泊業の発展に寄
与する人材を育てていこうと考えている。

ベトナム国内での社会的評価を高めるために
調印式に先立ち、「越日国際人材交流シンポジウム」を

開催。多田計介 全旅連会長の開
会挨拶、観光庁観光産業課参事
官 兼観光人材政策室長 田村寿浩
氏の基調講演、ハノイ大学 ファム 
トゥー フォン先生の講演、佐藤信
幸 全旅連常任顧問と4大学の代
表者によるパネルディスカッション
が開催された。佐藤常任顧問は、
外国人材の積極的な受け入れ整
備が急務であるが、あわせて優
秀な人材も必要であると訴えた。

▲多田会長あいさつ

▲全旅連多田会長と 9大学の代表者　

▲田端長官のメッセージを代読する
　田村参事官

▲佐藤常任顧問による
　パネルディスカッション
 

▲田村参事官による基調講演

▲調印式のようす

日本側参加者
〇田村寿浩（観光庁観光産業課参事官）、〇内藤岳大（観光庁観
光産業課係長）、〇松田名奈子（JNTO ハノイ事務所副所長）、
〇リュー ティイ ミー リン（JNTO ハノイ事務所マネージャー代理）、
〇安藤敏毅（国際交流基金ベトナム日本文化センター所長）、
〇多田計介（会長）、〇野澤幸司（会長代行）、〇佐藤信幸（常
任顧問）、〇大木正治、〇松村讓裕、〇齊藤源久、〇瀧多賀男、
〇岩﨑元孝、〇井上善博（副会長）、〇西村総一郎（青年部長）、
〇竹村奉文（全旅連アドバイザー）

越日国際人材交流
シンポジウム開催

調印式参加大学
〇ハノイ大学、〇貿易大学、〇ベトナム国家ホーチミン市人文社会科学大学、〇ハノイオー
プン大学、〇商科大学、〇ハティン大学、〇クアンビン大学、〇ハノイ観光短期大学、〇工
業技術短期大学
ベトナム国観光総局参加者
〇グエン ティ タン フォン（副総局長）、〇ヴ コック チ（総務局長）、〇チャン フ クオン（国
際協力局長）、〇ディン ゴック ドック（市場局長）、〇ヴ ヴァン タン（ホテル局長）、〇レ ツ
アン アン（人事局長）、〇ド ミン トアン（財務企画局長）、〇グェン キ フォン（トラベル局
長）、〇チン カオ カイ（ハノイ観光短期大学学長）、〇ベトナム観光総局局員



2　まんすりー全旅連情報 2018.12 まんすりー全旅連情報 2018.12 　3

各
分
科
会（
カ
ッ
コ
内
は
テ
ー
マ
）は
、
政
策
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会（「
真
の
観
光
立
国
日
本
！
」〜
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
〜
）、
旅
館
ア
カ
デ
ミ
ー
委
員
会（
返
済
不
要
の
資
金
調
達
！ 

補
助
金
助

成
金
の
最
大
活
用
で
経
営
を
楽
に
す
る
）、
宿
屋
未
知
向
上
委
員
会（「
若
旦
那
・
女
将
密
着
体
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

報
告
会
と
第
4
回
旅
館
甲
子
園
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
記
者
会
見
）、
労
務
改
革
委
員
会（
怒
涛
の
人
材
難
時
代
〜
あ
な

た
の
お
宿
の
人
材
確
保
1
0
0
％
成
功
術
〜
）、
I
T
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
開
発
委
員
会（「
開
発
2
億
円
超
え
！
ま
だ

世
に
出
て
い
な
い
新
I
T
シ
ス
テ
ム
大
発
表
会
」）、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
流
通
対
策
委
員
会（
群
雄
割
拠
の
I
T
時
代

を
生
き
残
れ
！ 

〜
今
こ
そ
、
変
わ
ら
な
い
た
め
に
変
わ
る
〜
）の
6
委
員
会
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た

次の時代を見据えた2年間の活動を発表次の時代を見据えた2年間の活動を発表

左は「歓迎」の言葉を乗せて市内を走る
路面電車。右は大規模な展示会場
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共有を図り、相乗効果を生むような活動を展開してい
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式典は褒賞発表へと移り、今期、全国の各地域か
ら申請のあった31件の中で、積極果敢な活動、模範
になる傑出した事業として最終審査に残ったグランプ
リ（全旅連青年部長賞）候補の3地域によるプレゼン
テーションが行われた。このあと審査員による最終投
票によってグランプリには山形県・天童支部青年部の
「天童温泉共同出資会社『株式会社DMC天童温泉』
の地域経営活動について」が輝いた。部員ら7人で会
社を立ち上げ、関係団体と連携して魅力ある観光地
づくりを進め、旅館のみならず地域全体の活性化に
努めた事業活動で、地域や業界を愛する思い、貢献
度、影響度、独自性、継続性、将来性が顕著であり、
活動実績が認められての受賞となった。準グランプリ
は新潟県・月岡温泉旅館組合青年部の「『歩いて楽し
い温泉街へ』空き家・空き店舗再生事業」、愛知県・三
河支部青年部の「まちじゅう食べる水族館プロジェク
ト」の2件。式典では、青年部OB会賞、マスコミ各
社賞、優秀賞の各受賞者も紹介された。

式典終了後は協賛商社による出展ブースを見学し、
経営情報の収集に努めたほか、6委員会による分科
会が催される会場へと移動して知見を広めた。懇親
会は「アリーナかぶとがに」で行われ、互いの交流を
深め、情報の交換をもってモチベーションを上げた。
全国大会は開催地に存在する「地域の力」を共有
し、その先の運動展開につなげていくというもの。「変
わらないために変わる」とした長崎大会はまた一つの
大きな原動力となった。
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商から大型液晶テレビが贈られた。右は会場を華やかにしたどぶろっくと
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10月19日に全旅連正副会長と青年部長が参加して、観
光総局と本調印を締結した。

背景と経緯、目的
宿泊業界として外国人技能実習生の受入れは、初の

試みであることから、5月よりプロジェクトチームをベトナ
ムに送り調査を重ねてきた。最初から手を広げずベトナ
ム国に絞り込み、連携モデルの構築を目指すためであっ
た。また、技能実習後そのスキルを自国で活かす事がで
きるかどうかも調査を行ない、相手国の観光産業の振
興に寄与できると確信し、本調印の締結を決定した。

調印によって期待すること
今回の調印によりベトナム側から優良な送り出し機関

を推薦してもらうことについての連携を構築した(観光
総局による送り出し機関の優良団体推薦)。送り出し機
関の選別に関しては、他業界が企業の単体活動であっ
たことに対し、今回の調印による連携の特徴は、宿泊
業界としてのスケールメリットを生かして政府を動かした
新たな連携モデルという点である。これにより、入国後
のミスマッチの防止や人材教育費負担減につながり、多
くの優秀な人材を集めることができると期待している。
また、政府が関与してくれたことで、ベトナム社会に日
本の宿泊業界が認知されやすいというメリットがあると
考えている。
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てハノイ大学と包括連携協定の覚書を締結した。

国内の大学が連携するのはベトナム初
ハノイ大学との覚書締結を踏まえ、10月18日にはベ

トナム国内の教育機関9学校が連携協力し、全旅連と
優秀な人材等(留学生やインターンシップ生も含む)の交
流に向けた覚書を締結した。各大学とも日本最大の宿
泊団体が積極的に優秀な人材を受け入れようとしてい
ることに高い関心を示し、こうした動きを高く評価して
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官 兼観光人材政策室長 田村寿浩
氏の基調講演、ハノイ大学 ファム 
トゥー フォン先生の講演、佐藤信
幸 全旅連常任顧問と4大学の代
表者によるパネルディスカッション
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▲多田会長あいさつ

▲全旅連多田会長と 9大学の代表者　

▲田端長官のメッセージを代読する
　田村参事官

▲佐藤常任顧問による
　パネルディスカッション
 

▲田村参事官による基調講演

▲調印式のようす

日本側参加者
〇田村寿浩（観光庁観光産業課参事官）、〇内藤岳大（観光庁観
光産業課係長）、〇松田名奈子（JNTO ハノイ事務所副所長）、
〇リュー ティイ ミー リン（JNTO ハノイ事務所マネージャー代理）、
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越日国際人材交流
シンポジウム開催

調印式参加大学
〇ハノイ大学、〇貿易大学、〇ベトナム国家ホーチミン市人文社会科学大学、〇ハノイオー
プン大学、〇商科大学、〇ハティン大学、〇クアンビン大学、〇ハノイ観光短期大学、〇工
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際協力局長）、〇ディン ゴック ドック（市場局長）、〇ヴ ヴァン タン（ホテル局長）、〇レ ツ
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平成30年度生活衛生功労者表彰式出席のみなさん

　厚生労働省と（一社）全国生活衛生同業組合中央
会は、平成30年10月26日、東京・千代田区のホテル
ニューオータニの芙蓉の間にて、平成30年度生活衛
生功労者表彰式を執り行い、生活衛生関連16業種の
受賞者が出席した。今回、旅館ホテル関係の受賞者
は、厚生労働大臣表彰21名、中央会理事長表彰12名
が栄誉に浴した。

表彰式であいさつする
根本匠厚生労働大臣

金道　太朗　（北海道）

猪股　惠子　（北海道）

下山　勝　　（青森県）

桑畑　博　　（岩手県）

森田　繁　　（群馬県）

北堀　篤　　（埼玉県）

武田　將次郎（千葉県）

井原　隆明　（東京都）

村山　正博　（新潟県）

八木　眞一郎（福井県）

堀　　𣳾則　（岐阜県）

片岡　哲司　（滋賀県）

小野　善三　（京都府）

岡本　厚　　（大阪府）

梯　　学　　（徳島県）

米澤　善吾　（高知県）

織田　德彌　（佐賀県）

坂本　卓也　（長崎県）

古賀　義敏　（大分県）

有田　恒雄　（宮崎県）

向井　俊夫　（鹿児島県）

塚本　民雄　（秋田県）

浅野　謙一　（新潟県）

宇波　真一郎（富山県）

加藤　賢二　（静岡県）

山田　弘　　（愛知県）

前川　為夫　（滋賀県）

津茂谷　卓史（島根県）

矢野　晴詩　（愛媛県）

川田　梓　　（高知県）

田中　隆一郎（佐賀県）

古長　英昭　（大分県）

淵村　文一郎（鹿児島県）

平成30年度生活衛生功労者表彰
厚生労働大臣表彰21名、中央会理事長表彰12名

栄えある秋の叙勲・褒章発表
　旅館業界より次の諸氏が、叙勲、褒章の栄に浴さ
れました。

厚生労働大臣表彰 生衛中央会理事長表彰

◇旭日双光章（生活衛生功労）
　齊藤　源久▶ニューショーヘイ（東京都新宿区四谷）

現全旅連副会長
現東京都ホテル旅館生活衛生同業
組合理事長

◇旭日双光章（生活衛生功労）　
　澤田　克司▶宮古ホテル沢田屋（岩手県宮古市）

現岩手県旅館ホテル生活衛生同業
組合理事長

◇藍綬褒章（生活衛生功労）　
　佐藤勘三郎▶伝承千年の宿 佐勘（宮城県仙台市）

現宮城県ホテル旅館生活衛生同業
組合理事長

◇黄綬褒章（業務精励）　
　藤本　正孝▶城西館（高知県高知市）

現高知県旅館ホテル生活衛生同業
組合理事長

◇藍綬褒章（観光事業振興功労）　
　桑島　繁行▶知床プリンスホテル（北海道斜里町ウ

トロ）

◇黄綬褒章（業務精励）
　大澤　幸子▶ホテル対滝閣（岩手県湯田温泉峡）

【敬称略】

　旅館の接遇業務の
向上を図り、お客様の
満足度充足と旅館業
界のさらなる発展を図
ることを目的とした「日
本の宿おもてなし検
定」で、3回目の上級
検定合格者6名が、11月15日検定を後援する観光庁
へ表敬訪問し、田端浩長官と懇談した。
　上級検定合格者は以下の６名の皆様で今後の活躍
に期待が寄せられる。

トピックス
日本の宿おもてなし検定

【敬称略】

平成31年度税制改正要望全旅連耐震等施設整備促進委員会開催

　11月9日、耐震等施
設整備促進委員会（永
山久徳委員長）が開催
された。これまでの地震、豪雨、台風被害など大規模
災害後には、水道、ガス、電気会社によるインフラの復
旧や、警察、消防など復興業務による宿泊では、部屋
の空き状況などの問合せもあることから、都道府県組
合組織を活用して対処できないかと議論を行った。ほ
かには、改正耐震改修促進法による耐震診断義務付け
施設の公表状況、また消防庁が作成した「外国人来訪
者や障害者等が利用する施設における災害情報の伝達
及び 避難誘導に関するガイドライン」のリーフレット
（URL:http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/fieldList
4_21.html）について報告された。

「人に優しい宿」
キャンペーン
スタート！！

「人に優しい宿」
キャンペーン
スタート！！
　全旅連シルバースター
部会では、平昌パラリン
ピック金メダリストの村岡
桃佳選手をイメージキャラ
クターに迎えました。12月
よりインスタグラムに宿の
写真を投稿すると、100名様に「宿泊補助券（1万
円）」が当たる「人に優しい宿」シルバースターキャン
ペーン（12月1日～2019年2月28日）を実施し、村岡
選手を掲載したキャンペーンチラシ（上）を作成して
シルバースター登録施設をPRします。

　自民党厚生労働部会・組織
運動本部においては、11月7日、
自民党本部にて「平成31年度
税制改正要望」について意見交
換を執り行った。当日は全国生活衛生中央会・全旅連・
医療関係等8団体より、観議連事務局長・厚生労働副
大臣髙階恵美子先生をはじめとする34名の自民党厚
生労働関係の衆参議員が出席した。
　全旅連からは、野澤幸司会長代行が出席し、旅館
業界からの税制改正要望のほか消費税の軽減税率に
ついての要望を行った。
　会議終了後には、野澤会長代行が小泉厚生労働部
会長に宿泊業界の現状について意見交換をした。

【敬称略】

土屋 ユキエ
「果実の山 あづま屋」
（山形県）

丸山 真依
「ホテル小暮」
（群馬県）

武田 大介
「鴨川館」
（千葉県）

皆川 友香
「(株)日本平ホテル」
（静岡県）

峠 久実代
「(株)中の坊 瑞苑」
（兵庫県）

田中 和恵
「由布院 玉の湯」
（大分県）

上級試験合格者観光庁長官表敬訪問

腸内細菌検査、ノロウイルス検査
旅館・ホテル組合員特別価格のご案内

腸内細菌検査（検便） ノロウイルス検査

検査項目・
方法

報告日数

料      金

備      考

サルモネラ菌、腸チフス菌、
パラチフスA菌、赤痢菌、
腸管出血性大腸菌O-157
３～５営業日

※組合員特別価格
300円/1検体（税別）

検体送料は、定期的実施分
は弊社で負担いたします。
追加実施分は、お客様でご
負担願います。

検体送料は、お客様でご負担
願います。（宅配便クール冷蔵
指定）

※組合員特別価格
検査料金  2,950円/1検体（税別）
検査容器代    50円/1検体（税別）

１～３営業日

RT-PCR法による
遺伝子増幅法検査

JFE東日本ジーエス株式会社 食品衛生調査センター
TEL：044-328-2788   FAX：044-333-1655
http://www.eisei-chosa.com/

全旅連公式HP「宿ネット」組合員専用ページ
http://www.yadonet.ne.jp/info/member/

検査申込書
ダウンロード　

お 申 込・
お 問 合 せ

11
月
14
日
に
行
わ
れ
た
秋
の
褒
章
伝
達
式
に

出
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藤
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三
郎
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夫
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会長に宿泊業界の現状について意見交換をした。

【敬称略】

土屋 ユキエ
「果実の山 あづま屋」
（山形県）

丸山 真依
「ホテル小暮」
（群馬県）

武田 大介
「鴨川館」
（千葉県）

皆川 友香
「(株)日本平ホテル」
（静岡県）

峠 久実代
「(株)中の坊 瑞苑」
（兵庫県）

田中 和恵
「由布院 玉の湯」
（大分県）

上級試験合格者観光庁長官表敬訪問

腸内細菌検査、ノロウイルス検査
旅館・ホテル組合員特別価格のご案内

腸内細菌検査（検便） ノロウイルス検査

検査項目・
方法

報告日数

料      金

備      考

サルモネラ菌、腸チフス菌、
パラチフスA菌、赤痢菌、
腸管出血性大腸菌O-157
３～５営業日

※組合員特別価格
300円/1検体（税別）

検体送料は、定期的実施分
は弊社で負担いたします。
追加実施分は、お客様でご
負担願います。

検体送料は、お客様でご負担
願います。（宅配便クール冷蔵
指定）

※組合員特別価格
検査料金  2,950円/1検体（税別）
検査容器代    50円/1検体（税別）

１～３営業日

RT-PCR法による
遺伝子増幅法検査

JFE東日本ジーエス株式会社 食品衛生調査センター
TEL：044-328-2788   FAX：044-333-1655
http://www.eisei-chosa.com/

全旅連公式HP「宿ネット」組合員専用ページ
http://www.yadonet.ne.jp/info/member/
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ダウンロード　

お 申 込・
お 問 合 せ

11
月
14
日
に
行
わ
れ
た
秋
の
褒
章
伝
達
式
に

出
席
し
た
佐
藤
勘
三
郎
ご
夫
妻



全旅連会議開催全旅連会議開催
【11月】

第21回「人に優しい地域の宿づくり賞」受賞者紹介第21回「人に優しい地域の宿づくり賞」受賞者紹介
優秀賞

▲保護者に対する説明会のようす

▲包丁の扱い方を学んだ

▲アカデミーの選手たち
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滋賀県旅館ホテル生活衛生同業組合
「滋賀へようこそ 海外留学生とのおもてなし交流事業

『年末・年始の日本食』」

優秀賞優秀賞優秀賞
大和高原ボスコヴィラ

「過疎地域にサッカーアカデミー」

滋賀県旅館ホテル生活衛生同業組合（山本清蔵理
事長）は、県内の海外留学生に日本料理の調理体験を
してもらう交流活動を行った。日本の宿に触れる機会
が少ない学生らに日本の「和食文化」を通じて、旅館、
ホテルのおもてなしに関心を持ってもらおうという企画
で、マスコミにも大きく取り上げられた。
平成29年12月4日、立命館大学びわこキャンパス（草

津市）で調理体験イベントを実施。県内4つの大学から
約20人の留学生が参加した。まず、衛生への関心をた
かめてもらおうと手洗いの基本を指導、また、大学生対
象のためアカデミックな内容にと、旅館業法や日本古来
から伝わる伝統食、また、年越しそば、おせち料理、雑煮
といった年末年始に食する料理を通じて、その意味、い
われ、おもてなしといった文化についての講義も行った。
このあと、実体験は昆布やかつおでとった出汁の試

食から始まった。そのあと、年越しそばや三つ葉を丸く
結んだ「三つ葉結び」をあしらった雑煮、松の葉に刺し
た黒豆などの伝統料理を振る舞った。また、体験は試
食だけにとどまらず、実際に包丁をもってもらい、梅の
花の形にニンジンを切る飾り野菜や、大根のかつらむき
などに挑戦してもらい、自ら実践参加することで、やり
がいとよろこびを感じてもらった。慣れない包丁に悪戦
苦闘する学生もいれば、手先が器用ですぐにでも料理
人になれるほどの学生もいたという。
組合では「本事業の開催により、日本の宿の良さと真

のおもてなしを伝える一助になった。留学生には、本事
業への活動を通じて、母国や様々な人たちにＳＮＳを用
いて、日本の宿の食の
情報を拡散してもらうな
ど国際化社会に繋がる
情報発信活動ができ
た」と述べている。

過疎化が進む奈良市東部の山間地区にある「大和高
原ボスコヴィラ」（中塚隆子代表取締役）は、雄大な敷
地を活用して整備した人工芝グランド2面、天然芝グラ
ンド1面を有していることもあり、このほど、世界を目指
すサッカー選手を育成しようと高校生のためのサッカー
アカデミーを開校した。それは今、子どもたちが「自主
自立」を学びながら地域の活性化に大きく寄与する場に
もなっている。
平成29年4月11日、「ボスコヴィラ・サッカーアカデ

ミー」を開校。全国からアカデミー生を募集し、初年度
は20人が入校、そのまま地元の高校に全員が入学した。
これは、1学年25人を定員とし、3年間75人の生徒を受
け入れることで、過疎地域にある高校の定員割れの解
消にも貢献している。
アカデミー生は奈良市内の閉校した小学校を改装し

た寮で共同生活を送ることで、寮生同士だけでなく、
地域活動にも参加し、社会との交流を通じてコミュニ
ケーション能力の向上を図りながら、スケジュールに沿っ
た規則正しい生活の中でサッカーを学んでいる。また、
アカデミーではサッカーのトレーニングや栄養を考えた
食事の提供に努めているほか、夜間の学習時間を設け
るなど学業面でもサポートしている。
平成30年4月には2期生19人の入校も予定されてい

る。アカデミー生が入学している高校ではサッカー部を
立ち上げ、高校体育連盟に登録。その後、インターハイ、
新人戦、選手権と参加し、今年度からは高円宮Ｕ18サッ
カーリーグ戦にも参戦する。
アカデミーは「サッカーを通じて社会に貢献できる人

間力を形成する」という目標、そしてまた、「生徒が頑
張れば地域が元気
になり、その元気は
未来に続く」という
目標の達成を目指し
ており、その挑戦は
まだまだ続く。

▲

参加者全員で記念撮影

▲学校生活（体育祭）のようす

▲年越しそばとお雑煮

6　まんすりー全旅連情報 2018.12 まんすりー全旅連情報 2018.12　7
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ワンポイントアドバイス経 営

渡邉 清一朗
「まんすりー」経営改善講座

質問・相談は
watanabe@yadonet.ne.jp  携帯（090-3322-7208）
または、全旅連事務局（03-3263-4428）までどうぞ。

30年続いた平成最後の年末。早くも師走となった。
今年もいろいろなことがあった。緊張を増すばかり
の国際情勢。明るい先行きが見えそうでなかなか見え
ない経済。古い仕組みの限界が表面化し新陳代謝が進
もうとしているスポーツの世界。野球、テニス、水泳、
卓球、サッカー、ラグビー、バドミントン、スケート、そ
してボクシングなど、ワクワクを切れ目なく届けてくれ
たアスリートがなんと多かったことか。スポーツ観戦く
らいしかテレビを見なくなって久しいが、あとは大相撲
の組織活性化を願うのみ。
2019年はいったいどのような年になるのだろうか。
昨年の後半くらいから天井感を見せ始めた不動産市場。
予定通りの消費税10％導入。外国人労働者の受け入れ
拡大。暑い季節に行われる参議院選挙（もしかしたら
衆議院とのダブル選挙）。ラグビーワールドカップの日
本開催。決まっていることだけでも相当いろんなことが
ありそうだ。
2020年のオリンピックに向けて観光業界は緩やかな
追い風が吹いているようではあるが、実は人口減少とい
う向かい風が上空に止むことなく吹き続けていることを
忘れてはいけない。勝ち組負け組という言葉はもはや
古いのかもしれないが、間違いなくその差は広がる。
個人も法人も。ということは本気で頑張るものにはチャ
ンスが続くということではないか。ワクワクドキドキの
2019年がやってくる。

９日（金）
●全旅連耐震等施設整備促進委員会
１１日（日）
●全旅連総務会
１８日（日）
●全旅連人材不足対策・職場環境改善対策委員会現地視察
　於：ホテル城山（神奈川県湯河原温泉）
２6日（月）
●全旅連総務会
２７日（火）
●第4回全旅連正副会長会議
●全旅連小規模施設活性化委員会現地座談会
　於：ホテル華の湯（福島県磐梯熱海温泉）
２９日（木）
●全旅連シルバースター登録審査委員会（第59回）
●全旅連シルバースター部会経営研究委員会 
　（HACCP衛生管理事業）

　この賞は、地域の旅館ホテル（個人参加可）や旅館ホ
テル組合が参加又は主催する活動で、高齢者等をはじ
め、全ての人々に優しい配慮がなされており、地元の団
体やボランティアグループ等が、協力しておこなう下記の
ジャンルを対象とします。そして、その中から選考委員
会が審査し、「厚生労働大臣賞」、「全旅連会長賞」をは
じめ名誉となる賞を贈るものです。

 「人に優しい地域の宿づくり賞」  「人に優しい地域の宿づくり賞」 
第22回 第22回 

「人に優しい地域の宿づくり賞」とは

 実施要領
対象ジャンル
 １．特性を生かした活動（温泉、料理、まちづくり、滞在型等）
 ２．経済の活性化（情報技術（IT）、施設、地域貢献等）
 ３．歴史・文化の振興（イベント・祭り、趣味等）
 ４．環境づくりの推進（緑化、清掃、リサイクル、環境保全等）
 ５．スポーツの振興（体操、ゲートボール、健康増進等）
 ６．福祉の充実（健康、設備、サービス・接遇、ボランティア等）
 ７．国際化の推進（インバウンド、インフラ整備等）
 ８．省エネ・節電の取り組み（冷・暖房の対策、蛍光灯やLED
照明への交換等）

 ９． 労働生産性の向上（従業者のやりがい向上、業界・地域へ
の影響度等）

10．その他、人に優しい地域の宿づくり活動と認められるもの

 応募受付中！

●ＵＲＬ（宿ネット）http://www.yadonet.ne.jp/
●全旅連メールアドレス　ajra@alpha.ocn.ne.jp

応募方法
　平成30年度（平成30年4月1日～平成31年3月31日）
に実施した活動について、都道府県旅館ホテル生活衛生同
業組合に活動の概要及び内容の特徴が示されている写真を
添えてお申し込み下さい（エントリー料は無料）。また、参考
として新聞等の紹介記事やパンフレット類がありましたら添
付して下さい（コピー等の資料はＡ４判に統一）。なお、電子
メールでの応募も受け付けておりますので、「宿ネット」より
応募用紙をダウンロードして写真や参考資料のデータと一
緒に全旅連のメールアドレスまでお送り下さい。 

応募締切　
平成31年3月31日消印まで有効

後  援　
厚生労働省

選考のポイント
１．いきがい  ２．おもいやり  ３．よろこび  ４．あたたかさ  
５．やすらぎ

表  彰
平成31年6月5日
第97回全旅連全国大会（茨城県）において表彰

※原則として、ご提出いただいた資料の返却はいたしません。

　受賞施設又は団体には
オリジナルエンブレムが提供
されるので、インターネットや
印刷物等に掲載して一般
消費者の認知度アップが
期待できます。

【オリジナル エンブレム】
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衆議院とのダブル選挙）。ラグビーワールドカップの日
本開催。決まっていることだけでも相当いろんなことが
ありそうだ。
2020年のオリンピックに向けて観光業界は緩やかな
追い風が吹いているようではあるが、実は人口減少とい
う向かい風が上空に止むことなく吹き続けていることを
忘れてはいけない。勝ち組負け組という言葉はもはや
古いのかもしれないが、間違いなくその差は広がる。
個人も法人も。ということは本気で頑張るものにはチャ
ンスが続くということではないか。ワクワクドキドキの
2019年がやってくる。

９日（金）
●全旅連耐震等施設整備促進委員会
１１日（日）
●全旅連総務会
１８日（日）
●全旅連人材不足対策・職場環境改善対策委員会現地視察
　於：ホテル城山（神奈川県湯河原温泉）
２6日（月）
●全旅連総務会
２７日（火）
●第4回全旅連正副会長会議
●全旅連小規模施設活性化委員会現地座談会
　於：ホテル華の湯（福島県磐梯熱海温泉）
２９日（木）
●全旅連シルバースター登録審査委員会（第59回）
●全旅連シルバースター部会経営研究委員会 
　（HACCP衛生管理事業）

　この賞は、地域の旅館ホテル（個人参加可）や旅館ホ
テル組合が参加又は主催する活動で、高齢者等をはじ
め、全ての人々に優しい配慮がなされており、地元の団
体やボランティアグループ等が、協力しておこなう下記の
ジャンルを対象とします。そして、その中から選考委員
会が審査し、「厚生労働大臣賞」、「全旅連会長賞」をは
じめ名誉となる賞を贈るものです。

 「人に優しい地域の宿づくり賞」  「人に優しい地域の宿づくり賞」  「人に優しい地域の宿づくり賞」  「人に優しい地域の宿づくり賞」  「人に優しい地域の宿づくり賞」  「人に優しい地域の宿づくり賞」  「人に優しい地域の宿づくり賞」  「人に優しい地域の宿づくり賞」  「人に優しい地域の宿づくり賞」  「人に優しい地域の宿づくり賞」  「人に優しい地域の宿づくり賞」 
第22回 第22回 

「人に優しい地域の宿づくり賞」とは

 実施要領
対象ジャンル
 １．特性を生かした活動（温泉、料理、まちづくり、滞在型等）
 ２．経済の活性化（情報技術（IT）、施設、地域貢献等）
 ３．歴史・文化の振興（イベント・祭り、趣味等）
 ４．環境づくりの推進（緑化、清掃、リサイクル、環境保全等）
 ５．スポーツの振興（体操、ゲートボール、健康増進等）
 ６．福祉の充実（健康、設備、サービス・接遇、ボランティア等）
 ７．国際化の推進（インバウンド、インフラ整備等）
 ８．省エネ・節電の取り組み（冷・暖房の対策、蛍光灯やLED
照明への交換等）

 ９． 労働生産性の向上（従業者のやりがい向上、業界・地域へ
の影響度等）

10．その他、人に優しい地域の宿づくり活動と認められるもの

 応募受付中！

●ＵＲＬ（宿ネット）http://www.yadonet.ne.jp/
●全旅連メールアドレス　ajra@alpha.ocn.ne.jp

応募方法
　平成30年度（平成30年4月1日～平成31年3月31日）
に実施した活動について、都道府県旅館ホテル生活衛生同
業組合に活動の概要及び内容の特徴が示されている写真を
添えてお申し込み下さい（エントリー料は無料）。また、参考
として新聞等の紹介記事やパンフレット類がありましたら添
付して下さい（コピー等の資料はＡ４判に統一）。なお、電子
メールでの応募も受け付けておりますので、「宿ネット」より
応募用紙をダウンロードして写真や参考資料のデータと一
緒に全旅連のメールアドレスまでお送り下さい。 

応募締切　
平成31年3月31日消印まで有効

後  援　
厚生労働省

選考のポイント
１．いきがい  ２．おもいやり  ３．よろこび  ４．あたたかさ  
５．やすらぎ

表  彰
平成31年6月5日
第97回全旅連全国大会（茨城県）において表彰

※原則として、ご提出いただいた資料の返却はいたしません。

　受賞施設又は団体には
オリジナルエンブレムが提供
されるので、インターネットや
印刷物等に掲載して一般
消費者の認知度アップが
期待できます。

【オリジナル エンブレム】



省エネ設備機器等補助金申
請代行コンサルティング

（株）トランスネット

ソニー生命保険（株）

あいおいニッセイ同和損害保険（株）

　　　　　　　　　　　　

（株）リクルートライフスタイル

（株）セラミックテクノロジー

ミサワホーム㈱

（株）第一興商

（株）コジマ

（株）エクシング

東京海上日動火災保険（株）

AIG損害保険（株）

楽天（株）

（株）宿泊予約経営研究所

（株）シーナッツ

（株）JTB（るるぶトラベル）

ヤフー（株）

（株）ＫＮＴ－ＣＴウエブトラベル

（株）JTBビジネスイノベーターズ

（株）ネクシィーズ

（株）エス・ワイ・エス

日本テクノ（株）

（株）エスコ

（株）パラダイムシフト

（株）アビリティコンサルタント

住友林業（株）

（株）ミツウロコヴェッセル

（株）かんざし

三菱電機ビルテクノサービス（株）

（株）フジ医療器

サントリーフーズ（株）

〒101-0024 東京都千代田区神田和泉町１－３－１ 三恵ビル８F 
営業企画部　廣重　隆　 
〒100-0004 東京都千代田区大手町１－７－２ 東京サンケイビル３１Ｆ  
東京中央ＬＰＣ第３支社部長　中野秀嗣 
〒150-8488 東京都渋谷区恵比寿1－28－1　 
専業・マーケット開発部 市場開発室 担当次長　橋本博史

〒321-0982 栃木県 宇都宮市 御幸ケ原町81－7 
（株）東日本丸八真綿 宇都宮支店内営業部 副課長　玉木信安

（東日本担当）〒107-0051東京都港区元赤坂1－2－3赤坂見附MTビル3階
サントリービバレッジソリューション（株）　広域法人営業本部　吉原　修

（西日本担当）〒530-0004 大阪府大阪市北区堂島2－2－2 近鉄堂島ビル18F 
サントリーコーポレートビジネス（株）  西部支社 法人営業部 部長代理   桑田美仁 

〒100-6640 東京都千代田区丸の内１－９－２ グラントウキョウサウスタワー 
旅行営業統括部 営業推進部 営業企画グループ　酒井 宏明　

〒414-0055 静岡県伊東市岡１２７４－９  
松坂博行 
〒163-0833 東京都新宿区西新宿2－4－１ 新宿ＮＳビル 
法人営業部法人営業推進課 全旅連担当顧問　田﨑裕治 
〒141-8701 東京都品川区北品川５－５－２６ 
営業統括本部 特販営業部 営業2課 エリアマネージャー 関口雅弘 
〒171-0021 東京都豊島区西池袋3－28－13 池袋西口共同ビル8階
営業本部営業部 法人営業室 主任　原　智一 
〒105-0011 東京都港区芝公園2－4－1 芝パークビルＢ館8F 
営業本部 直販営業部 担当副部長  近藤美佐雄 
〒104-0061 東京都中央区銀座5－3－16  
旅行業営業部 営業第一課 副主任　米永有希  
〒105-0001 東京都港区虎ノ門4－3－20 神谷町ＭＴビル6F
市場開発部 開発営業課　二宮朋基

〒158-0094 東京都世田谷区玉川1－14－1 楽天クリムゾンハウス 
トラベル事業 国内営業部 チェーンホテルグループ マネージャー　永冨文彦 

〒220-8120 神奈川県横浜市西区みなとみらい2－2－1 横浜ランドマー
クタワー20F  新規営業本部 営業推進室  統括マネージャー  北薗勇人

〒108-0023 東京都港区芝浦3－12－7 住友不動産田町ビル4階
システムソリューション本部   営業G企画チーム　小川奈々絵

〒140-8602 東京都品川区東品川2－3－11 JTBビル17階
Web販売部 販売担当部長　須藤　淳  
〒102-8282 東京都千代田区紀尾井町1－3  東京ガーデンテラス紀尾井町 紀尾井タワー
予約統括本部 営業本部 トラベル営業部　森　浩一

〒163-0235 東京都新宿区西新宿2-6-1 新宿住友ビル35F
宿泊企画部 課長　恩田　司 
〒108-0075 東京都港区港南1－6－31 品川東急ビル7階
営業推進部　山村大樹 

〒150-0031 東京都渋谷区桜丘町20－4 ネクシィーズスクエアビル
サービス企画課業務推進係　井場裕紀 
〒107-0062 東京都港区南青山5－10－2 第2九曜ビル3F
DMO・地方創生推進室　鳥澤靖史

〒100-0004 東京都千代田区大手町2－6－2 日本ビル9階
ホテル事業部　翟 峰（サイ ホウ）

〒163-0651 東京都新宿区西新宿1－25－1 新宿センタービル51階
営業推進部 ＭＣ・東日本営業課 係長　相川　淳

〒169-0074 東京都新宿区北新宿2－21－1 新宿フロントタワー12F
ソリューション営業部 係長　小野寺雄士

〒103-0004 東京都中央区東日本橋1－3－6 パラダイムシフトビル
営業部 部長　古瀬路里　 

〒150-0001 東京都渋谷区神宮前6－35－3 コープオリンピア7F
常務取締役 WEB事業統括本部 本部長　水野真寿 
100-8270 東京都千代田区大手町1－3－2 経団連会館
住宅・建築事業本部 市場開発部 副部長　藤山裕之

〒104-0031 東京都中央区京橋3－1－1 東京スクエアガーデン
電力マーケティング部 担当課長　石井万正

〒101-0051 東京都千代田区神田神保町3-2-6 丸元ビル 3F
セールス本部 宿泊セールスチーム チーフマネージャー　神山真一郎

〒116-0002 東京都荒川区荒川7－19－1
首都圏第一支社 業務部 参事　倉場和紀

〒108-0023 東京都港区芝浦3－2－16 田町イーストビル1F
商経営業部 企業担当ユニット   鈴木哲治
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ホテル旅館向け各種インタ
ーネットソリューション販売

生命保険コンサルティング
他

旅行雑誌じゃらん、
じゃらんnet等

客室木部白木再生、各種
浴場等の各種再生

旅館ホテル客室等のリフォ
ーム・新築

カラオケ機器（DAM）
音響・映像関連機器

家電製品全般

カラオケ機器販売（JOYSOU
ND,UGA）音響・映像関連機器

旅館賠償責任保険

組合員向各種損害保険

予約サイト楽天トラベル等

web集客コンサルティング

予約・販売管理システム
ＴＬ－リンカーン

宿泊予約サイト
るるぶトラベル

「Yahoo !トラベル」による
集客支援提案

宿泊予約サービス
e宿（いーやど）

クラウド型業務システム、自社ＨＰ予
約決済システム、外貨取扱支援など

オールインワン業務支援ソフト
「レップチェッカー」

旅館・ホテルリフォーム
新築、造園

WEBサイト制作、自社ＨＰ予
約エンジン「予約プロプラス」

マッサージチェア

エレベータ設備・管理

高圧電気、動力（低圧）電
気、従量電灯電気の販売

OTAプラン作成等一括管理「かんざしクラウド」
OTAくちこみ一括管理「くちこみクラウド」

自社ＨＰ予約エンジン「OPTIMA」
宿泊料金比較サイト連携サービス「DRS」

高圧電気設備保安管理・点検
電気料金削減コンサルタント

中国インバウンド予約サイト
「Ctrip」

ＬＥＤ照明、業務用冷蔵庫、空調な
どの省エネ商材のレンタル事業

損害保険

丸八真綿寝具販売他

ソフトドリンクメーカー
清涼飲料用自動販売機の
設置

（平成30年12月1日）
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03-5537-3471
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03-6689-2025
050-5817-3369
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03-6262-7666
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03-6712-6019
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03-3214-3861
03-3275-6316
03-3275-6354
03-6261-7447
03-6261-7448
03-3803-7319
03-3803-5234
03-3769-6600
03-3769-6601
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「第24回全旅連青年部全国大会 長崎」を開催   
９大学・観光総局（ベトナム政府）と調印締結
全旅連委員会開催／平成31年度税制改正要望／
「人に優しい宿」キャンペーンスタート！！／
日本の宿おもてなし検定／第4回旅館甲子園

1
3
4

平成30年度生活衛生功労者表彰／栄えある秋の叙勲・褒章   　　　
第21回「人に優しい地域の宿づくり賞」受賞者紹介
第22回「人に優しい地域の宿づくり賞」募集／ 
全旅連会議開催／経営ワンポイントアドバイス                             
全旅連協定商社会名簿　

5
6
7

8

「自信と誇り」「気概と覚悟」をもって未来拓く決意示す

「第２４回全旅連青年部全国大会 長崎」を開催「第２４回全旅連青年部全国大会 長崎」を開催
「変わらないために変わる」が大会スローガン「変わらないために変わる」が大会スローガン

祝辞に見る「協働」「成果の共有」「人の和」「地域の輪」
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あいさつする西村部長、
次期部長予定者の鈴木
副部長、塚島全国大会実
行委員長

全旅連青年部（西村総一郎部長）は10月30日、歴史と
ロマン、異国情緒溢れる長崎県長崎市で、全国の青年部
員や次世代の若い新入部員が参集する中、多くの来賓を
迎えて第24回全国大会を長崎ブリックホールで開催した。
「変わらないために変わる」をスローガンとした西村体制の
集大成となる全国大会では、「行動なくして成果なし」とし
て様々な課題に対して取組んだ数々の事業活動を「褒賞」
や「分科会」を通して発表し、宿泊産業の明るい未来を切
り拓く決意の程を内外に示した。
記念式典では、塚島全国大会実行委員長の開会宣言
に続き、西村部長があいさつし、「観光産業はこれからの
日本の成長を支える重要な産業であり、われわれは自信と
誇りを持ち、また、その観光産業を牽引するのがわれわ
れ青年世代であるという気概と覚悟を持ち取り組んでいか
なくてはならない」とし、「観光産業、宿泊業が変革期を
迎えている今、私たちは、変えたくない大切なものを守る
ためにも自分自身が率先して変化を遂げなければいけな
い」と述べた。また、業界が直面する課題について述べ、
「外国人材の受入れについては業界が成長していくために
は必要欠くべからざるものであり、われわれも声を大にし
てその実現に向け運動していく所存だ。また、民泊問題に
ついては、11月18・19日にパリ、ニューヨーク、バルセロナ、
モントリオールの各都市のホテル業界が発起人となって
ニューヨークでフォーラムを実施することになったが、青年
部としても参加していくことを決めている」と語った。

4氏による来賓祝辞では、それぞれ観光振興への取組
みで大切な視点を示唆するあいさつが行われた。多田計
介会長は、共通の目的を達成するために親会と青年部と
が一体となって進むという「協働」の大切さを説き、中村
法道長崎県知事は、様々な議論を通して長崎で得た成果
をそれぞれの地域でも共有してもらいたいという「成果
の共有」を挙げ、田上富久長崎市長は、孟子の言葉であ
る「天の時は、地の利にしかず、地の利は、人の和にしか
ず」を引用し、「これは土地の形勢が有利であっても、一
致団結している人々の力には及ばないということである」
と述べ、目的・目標を達成するためには「人の和」がいか
に大切であるかを語り、そして、福田朋英OB会長は、
旅館・ホテルは地域があって存在しうるものであるとし、
「地域の輪」の大切さを強調した。また、大会には多くの
祝電が寄せられ、式典では「観光はわが国の成長戦略の
一つであり、世界が訪れたくなる日本を目指してほしい」
とした安倍首相からの祝電が紹介された。
このあと、次期部長発表へと進み、24代部長予定者
の鈴木治彦副部長（岡山県・名泉鍵湯奥津荘）があいさ

つし、「全国各地で行う事業活動、また、全旅連青年部
で行っていく事業活動においてしっかりと情報の共有を
図り、相乗効果を生むような活動を展開していきたい。
20代から30代、そしてまだ一度も出向していない青年
部員にたくさん出向してもらい、一人ひとりの能力と個性
を生かしてもらうことによってしっかりとした全旅連青年
部のチームづくりに取組んでいきたい」と述べた。
式典は褒賞発表へと移り、今期、全国の各地域から
申請のあった31件の中で、積極果敢な活動、模範にな
る傑出した事業として最終審査に残ったグランプリ（全
旅連青年部長賞）候補の3地域によるプレゼンテーショ
ンが行われた。このあと審査員による最終投票によって
グランプリには山形県・天童支部青年部の「天童温泉共
同出資会社「『株式会社DMC天童温泉』の地域経営活
動について」が輝いた。部員ら7人で会社を立ち上げ、関
係団体と連携して魅力ある観光地づくりを進め、旅館の
みならず地域全体の活性化に努めた事業活動で、地域
や業界を愛する思い、貢献度、影響度、独自性、継続性、
将来性が顕著であり、活動実績が認められての受賞と
なった。準グランプリは新潟県・月岡温泉旅館組合青年
部の「『歩いて楽しい温泉街へ』空き家・空き店舗再生事
業」、愛知県・三河支部青年部の「まちじゅう食べる水族
館プロジェクト」の2件。式典では、青年部OB会賞、マ
スコミ各社賞、優秀賞の各受賞者も紹介された。
式典終了後は協賛商社による出店ブースを見学し、経
営情報の収集に努めたほか、6委員会による分科会が

▲多田会長、中村知事、田上市長、福田OB会長
来賓のみなさん▶

催される会場へと移動して知見を広めた。懇親会は「ア
リーナかぶとがに」で行われ、互いの交流を深め、情報
の交換をもってモチベーションを上げた。
全国大会は開催地に存在する「地域の力」を共有し、
その先の運動展開につなげていくというもの。「変わら
ないために変わる」とした長崎大会はまた一つの大きな
原動力となった。
　

盛大に開催された青年部全国大会

▲褒賞の発表を行う審査委員長
グランプリの山形県天童支部青年部▶


